
左／シンボリックな大ホールのボリューム　上／木
質空間の大ホール　下中／百貨店側エントランス　
下右／芸術館広場に面したホワイエ

A断面図　S=1:650

GL

屋内展示広場

駐車場

ショップ

ショップ

大会議室

多機能ホール展示ホール

中会議室 小会議室

屋内テラス

バック
ヤード

楽屋

梅形ソファ

多機能ホール
400席

水戸芸術館

ホワイエゾーン

バックヤード 舞台上部

屋内展示広場

大ホール(2000人)
1階席-1000席

舞台
椅子
収納

展示ホール

shop C
（レストラン）

EV

路地 西側入口

百貨店側入口

配管スペース

梅を連想させる家具、内装
が水戸らしさを演出する

水戸芸側入口

搬出入口

EV

ホワイエ
ゾーン

リフト
EV

カフェ

shop B
（商店）

shop A
（飲食店）

路地

バス停

上部ブリッジ

西側入口

地下駐車場入口

地下駐車場出口

EV

託児室 クローク

トイレ

ラウンジゾーン

ドライエリア上部
グレーチング

地元企業展示
ミニライブ等

観光案内展示

水戸物産展ロビー

ロッカー

厨房

2m壁面後退ライン

都市計画道路7, 5, 9号

市民交流
スペース

大きなアート
常設展示

楽屋口

演者

10tトラック2台分

受付

事務室

ロッカー

上部天窓

駐車場, 26台

舞台

トイレ
シャワー, 更衣室

ドライエリア

大楽屋

中楽屋

倉庫

楽屋口

リフト

守衛室・
防災センター

控室

楽屋ラウンジ
＋食堂

楽屋ロビー

EV

工房

EV

楽屋
楽屋

リハーサル
室

中楽屋

中楽屋
中楽屋

小楽屋

小楽屋

小楽屋

控室

控室

控室

多機能ホール用

リハーサル室

リハーサル室

演者

演者

1F平面図+配置図　S=1:500

N

1階席上部

ホワイエ

多機能ホール吹抜

展示ホール吹抜

調光・音響・投影室

EV

練習室

サロン

EV

shop D
（花屋）

shop E
（貸衣装店）

2階席(500席)

ブリッジ

展示広場
吹抜

吹抜

貸衣装店
shop F
（美容院）

EV

小会議室 x 8

中会議室 x 8

和室
135畳

EV

市民ギャラリー
サロン

可動間仕切

EV
アートライブラリー
ブックショップ

3階席(500席)

EV
視聴覚ライブラリー

B1F(GL-4.5m)　S=1:800

折戸を開放パーティーがひろがる

水戸芸の広場とつながる

商業店舗、カフェは閉館時の独立運営
も想定し、通り側に面す。既存街区に
存在した店舗を配置できると良い

春～秋は大型の
ドアを開放し示
広場全体が半屋
外空間となる

春～秋は大型のドア*を
開放し示広場全体が半屋
外空間となる。ラウンジ
はロッジアとなる

交差点に面するカフェ
は市民会館のみならず
都市と接続する

4F(GL+17.0m)

M3F

2F(GL+4.5m)

市民交流スペース

展示広場側はガラス面と
し、活動の様子がみえる

創作・展示の連携
ex:和室で書道→展示

偕楽園、大工町

水戸駅

高さを抑えめにし、水戸芸術館のタワーや広場と連携できそうな形態をつくる。水戸芸術館からは現在よりも上空がひらけ、表通りの雰囲気も伝わるように考える。ファサードの背の高い大型ドアを開放すると、都市環境と展示広場が一体となる。 表通り側は、商業や百貨店とも調和する外観、雰囲気をつくる。金属板の外壁により周りと溶け合う外観。百貨店とブリッジで接続すると都市的な景観が形成され、車やバスで移動する人々からの視認性を高める。

施設に複数設けた出入口は、公演スケジ
ュール等に応じ開閉を調整する

EV
VIPルームルームルームルームルームルームルームルームルーム

天空カフェ/バー

中庭
ラウンジ

3階席上部にカフェ/
バーを設け集客。
昼は中庭から自然光
が入る明るいカフェ

水戸芸の広
場を眺める

展示広場
を見下ろす

BA

①楽屋は大ホール／多機能
ホール用をゾーニングし複
数団体のプライバシー確保
②搬入口、舞台上手、リハ
ーサル室を近接させ効率化
③1F事務室+受付、BF守衛
室を建物中央に集約

■舞台裏の動線計画

各ビルの出入口は常時開
放防火設備（煙感連動シ
ャッター, 水膜）で区画

EV

大会議室大会議室

ホワイエ
（屋内テラス）

まちなかキャンパスなど

3F(GL+10.0m)

大ホール１階席を地下とし最高高を抑え、水戸芸側の圧迫感
を減らす（プロセニアム高さ設定と要調整）

4F(GL+15.0m)

劇場、展示ホール、市民活動拠点、商業施設のホワイエを一体化させた、開放的で大きな屋内展示広場
市民会館の活動がそのまま都市の体験と地続きにつながり、日常に溶け込み、市街地を活気づけます。

都市をつなぐオープンな広場をつくる
ま　 ち

広場を通り抜けるだけでも、体験にシークエンスが生まれ、各滞留スペースでのさまざまな活動に触れる。

都市に開かれた大きなワンルームの屋内展示広場。屏風状の外壁は内観においても背景となる

建築家＋構造
＋電気＋機械
＋積算技術者水戸市

市民利用者

地権者 専門家・
ファシリテーター

建築家が窓口となり関係者と交流しながら設計

22
00
0

舞台

すのこ

音響反射板

1階席

2階席
調整室

3階席

GL

中庭バー バー

ホワイエゾーン

奈落オーケストラ迫り

楽屋楽屋 トイレ

B断面図　S=1:500

大ホール

場合によりフライタワーを突出

□都市（まち）のような市民会館
街のようなボリューム（ビル）配置によって、多種多

様な活動が、それぞれどこで催されているか、初めて

訪れる方にもわかりやすく気軽に入れる施設を目指す

いろいろなビルが建つ

22～24m

約100m x 80m (8,000㎡)

ホール
会議室 商業

施設

市民
活動劇場

□建物内のどこかでいつも賑わいがある

*参考1：幕張メッセ, ホール1-8の最小分割単位=116m x 56m, H=15-30m
*参考2：ジャンボジェット機の格納庫サイズ=170m x 100m, H=40m

導入機能に応じた「ビル」を展示広場
内に独立配置し、ビルのサイズや高さ
は必要な分だけ自由に計画する

各々のホワイエが連なる、ワンルームの開放的な展示広場

あらゆる出来事が一つの「場」でおこるライブ感のあ

る展示広場。活動拠点となる「ビル」が建ちならぶ。

互いの刺激により新しい創造が生まれることを期待。

街の体験
と連続

まちのステージ

□散策しながら通り抜けるオープンな広場
街の動線として一般開放し、日常的に体験できる広場。

余韻、待ち時間、活動が、街へ地続きにひろがる。

広場と建物を分けるのではなく広場的な建物をつくる

散策しながら
通り抜け

たくさんの
滞留スペース

百貨店と
ブリッジ
で接続

３方向からの
アクセスが可能

大ホール中ホール

商業施設 市民
活動

受付

搬出入

cafe

京成百貨店側 水戸芸術館側

複数の
出入口

開演前に
美術鑑賞

1
2 3

買物
がてら

市民会館

＜中心市街地に歩行者を取り戻す＞

水戸芸術館の
広場と連続

表通りと水戸芸術館を隔てていた旧街区全体を屋内広

場に転換し、両者をつなぎ一体化し、芸術文化街区と

して強化。建物高を抑え景観の連続を意識。

□水戸芸術館と調和させ、街並みを形成

■水戸芸のアート体験と連続する展示

京成百貨店 水戸芸術館新市民会館

55m 22m 20m 100m
通り抜け可能

高さ調和

bridge

＜表通りと水戸芸の雰囲気をつなぐ＞

既存の最も高いビル=31m+看板

■表情のある外観

屋内広場の大
きさを活かし
常設展示する

屋根上にもア
ート作品設置

□市民、外部団体の多様な活動を包むフレキシブルな広場空間
滞留スペースはビル間の緩衝帯であり、広場に活動が表出する場。ビルは開口部

の開閉により広場との関わりを調整でき、多種多様なイベント形態に対応。

A 全体で一つの大イベント
映画祭、コンベンション等

式典

cafe

地元
発表

出
店

展示

演劇

通り沿いにライブ待ち行列

B 複数のイベントが入り混ざり
他の利用者の活動にも触れる

講演

広場全体がパーティ会場
各種展示, 交流

cafe cafe

水戸芸脇のラウンジ
として

ダンス
練習休憩

クラブ活動、各
種教室、練習

開園前、終演後に
水戸芸を訪れながら

公開
講座

結婚
パーティ

ホワイエ

管理事務

ライブ
レスト
ラン・
お店

ケータリング

受付

休憩

自習
仕事

C 休演中も活動の気配がする
サードプレイスとしての広場

搬出入

ストリートライブ、合唱練習など

ワークショップ
設営中

コンシェルジュ

レスト
ラン・
お店

切符

展示

商談

□春, 夏, 秋は半屋外の開放的な展示広場

中庭カフェ/バー(冬は
暖かい日溜まり)

自然換気

一般出入口
とは別に、
大きな引戸
（またはシ
ャッター）
を設け中間
季に開放

＜冬＞大ホールのホワイエゾーン
は床まわりを空調（床暖房等）

ビル毎に
個別空調

ベンチヒーター、
ポールヒーター等

＜夏＞最上階の中庭から
機械排気（排煙も可能）屋根・外壁面は

断熱性能を高く

ビルの外面は吸音材で仕上げ
屋内広場内の反響を低減

■百貨店の日陰になりがちな内部に自然光を供給。大ホール
上部に中庭や天窓を設ける。冬は引戸を閉じ暖気を封じ込む

太陽光パネル設置

壁面の大型扉を春～秋は開放し半屋外広場、冬は閉
じて屋内広場とする。ビル内は部屋毎に個別空調。
天井高・中庭を活かした自然換気を行う。

□シンプルな構造、防音計画。屏風のような外観が生まれる
独立配置ボリュームごとに合理的な構造設計（積載

荷重、防音性能の違い等）が可能

■外側S造部分を先行工事し、内部の工事環境を確保。
内部のビル群は施工を並行して行い、工期短縮を図る

■地階は、大ホール・多機能ホールのあるエリアに集約し
施工性、経済性を考慮

大スパン鉄骨フレームの壁面を屏風
状に構成しスパン方向の抵抗力を持
たせる。大断面部材の採用を避ける

外側はS造による大スパンのワン
ルームとし開放的なつくりとする
(場合によりトラス,吊り構造の併用)

「ビル」は壁式RC造で展示広場
と耐火＋遮音区画。また、室内
温熱環境を安定させる蓄熱体

展示広場は
街と連続し
た音環境と
し開放感を
つくる

大ホールは音響効果を最重要視する。最良と
なる形状がボリューム（彫刻）として現れる

□開放的でニュートラルな外観
気軽に立ち寄れる印象を外観で表わす

古典主義風の外観
は日本では文化芸
術の敷居を必要以
上に高める

彫刻的な外観は、
特定の趣向を表現
しがちである

コンサート、展示
会、市民講座、ク
ラブ活動など多種
多用途をカバーで
きるニュートラル
な外観をつくり、
結果として開放的
な印象をもたらす

クラシック劇場風

フィルハーモニーホール風

領域を囲う屏風のような外観

□歩いて楽しめる、水戸の拠点になる
これまでの市民会館の役割だけでなく、まちなかのパ

ブリック・スペースとして、交流・活動拠点、観光拠

点となることを目指す。

水戸芸術館

京成百貨店

弘道館公園

偕楽園、千波湖

ホテル、飲食店

カフェ

大ホール

バー

市民
活動 展示ホール・

会議室

商店

受付/事務

外装材（金属板）は鉄骨フレームの
形状をトレースし、屏風状の外観が
現れる。妻側も壁面の軸組を屏風状
に組み、風圧にも抵抗しつつ外観全
体を整える

屏風状の平面形を、やや
不整形な敷地にオフセッ
トさせ、最大限に屋内広
場を広く確保する

スパン方向

大ホール上の天空カフェ/バー。冬の日中は日溜まりのリビングになる

＊大型ドア：飛行機格納庫搬出入口等で用いる建具技術を応用し、
防火戸対応可能な透過性のある引戸またはシャッターとする

展示準備の様子も可能な限り開放する「ライブ」な広場

イベント準備も広場で行い、可能な限り公開していく。「現場」をオープン
にしライブ感のある広場には、市民が毎日のように訪れる楽しみがある

活動が溢れ出す

泉町地下
駐車場と
連携


